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鳩は平和と友愛と協同を表し、　
富士山は日本を表し、　
稲穂は日本の農業を表しています。

（連盟結成 50 周年記念　2000 年　制定）
二羽の鶴はクラブ員を表し、中央のボール
は豊かな水をたたえる地球とその自然環境
を表し、稲穂は食料の収穫、すなわち農業
を表しています。

結成 50 周年記念　日本学校農業クラブ連盟イメージソング



趣　意　書
　日本学校農業クラブ連盟（FFJ：Future Farmers of Japan）は、「科学性」「社会性」「指導性」の
育成を目標に、全国 47 都道府県の農業高校生が自主的に農業に関する研究や交流、発表等の活動を
進めるための全国組織として、昭和 25 年 11 月に結成されました。以来 70 年余にわたり、我が国の
優れた農業の担い手を輩出することに大きく寄与するとともに、国内外で幅広く活躍できる人材の育
成に多大なる貢献をしてまいりました。
　農は国の礎であり、食は生命の源です。情報通信機器等の急速な普及と導入によるスマート農業へ
の転換、地球温暖化による自然災害や複雑化する社会情勢など、私たちを取り巻く状況は日々変化し
ています。日本学校農業クラブ連盟には、新しい農業の構築に遅れることなく、次代のリーダーを育
成する役割に、大きな期待と関心が寄せられています。
　このたび、四国ブロック連盟でお引き受けした令和 8 年度開催の「第 77 回日本学校農業クラブ全
国大会」は、徳島（主管）・高知二県の学校農業クラブ連盟が合同でその企画と運営を担当すること
となり、その呼称を「令和 8 年度日本学校農業クラブ南四国大会」といたします。
　高知県連盟は、県全体をひとつの大家族とした「高知家」というキャッチフレーズのもと、５校約1,000
名のクラブ員がおもてなしの心をもってお迎えいたします。本県は、幕末に坂本龍馬をはじめ多くの
志士や、三菱の創業者岩崎弥太郎、植物学者の牧野富太郎や物理学者の寺田寅彦などの多くの偉人を
輩出しています。東西にひろがる自然環境は、森林率 84% の豊かな植生を育み、日照時間の長さや温
暖多雨な気候は農林業にも恩恵をもたらしています。魚梁瀬スギや四万十ヒノキなど充実した森林資
源、中山間地域におけるユズなどの柑橘、急峻な地形に応じて飼育している土佐あかうしは全国的に
も有名なブランドです。また西南暖地の気候を生かした施設園芸では、ナス・ミョウガ・シシトウ・
ニラなど国内トップクラスの生産量を誇っています。特に、本県は次世代型施設園芸農業に取り組み、
IoP による営農支援サービス「SAWACHI」により、データ駆動型農業を推進しています。
　そして、全国大会事務局である徳島県連盟は、７校約 700 名のクラブ員が、四国霊場八十八ヶ所の
発心の地として、お接待の精神で「おもてなし」いたします。本県は、四国山地東部にある高峰「剣山」
と四国三郎吉野川を有し、その豊富な自然環境により、多様な生態系の形成はもとより、阿波藍や京
阪神の台所をまかなう農産物の生産地として発展するとともに、木頭スギなど良質な木材を育み、木
工業を地場産業として繁栄してきました。古くから山間地の変化に富んだ地形を生かした「傾斜地農
耕システム」は、国連食糧農業機関から世界農業遺産として認定され、世界的にも注目されています。
また、AI や ICT を活用した最新テクノロジーが融合したスマート農業や有機農業、農業生産工程管
理（GAP）など SDGs を達成するため、「持続性の高い農業」を推進しています。
　このように、徳島、高知二県がひとつとなり、南四国の豊かな自然と歴史、多様な文化を発信する
とともに、全国からお集まりいただくクラブ員の皆さんが日々の農業学習の成果を表現し、未来への
夢や希望を活発に話し合う交流の場となるよう、精一杯努めてまいります。さらに、今大会が新しい
時代の農業や環境、地域の文化を創造するクラブ員の心と力、次代のリーダーの資質として必要な「進
む力」を育む場となりますよう、全力で準備を進めてまいります。なお、これらの取組をとおして、
農業関係高校を含め、より多くの方に持続可能な農業や環境問題に関心を持っていただくことにつな
がる大会となるよう尽力してまいります。
　つきましては、本大会の趣旨を御理解いただき、関係の皆様の御指導、御支援を賜りますよう、宜
しくお願い申し上げます。

　　令和 8 年 5 月

　　　徳 島 県 学 校 農 業 ク ラ ブ 連 盟 会 長（徳島県立城西高等学校）� 一　芝　琴　葉
　　　高 知 県 学 校 農 業 ク ラ ブ 連 盟 会 長（高知県立高知農業高等学校）� 大　峯　那　華
　　　第 77 回 日 本 学 校 農 業 ク ラ ブ 全 国 大 会 事 務 局 生 徒 実 行 委 員 長� 秋　田　瑞　季
　　　第 77 回日本学校農業クラブ全国大会事務局長（徳島県立城西高等学校長）� 原　田　成一朗
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Ⅰ　実施要項
１　開　催　地　　徳島県　徳島市、阿南市、吉野川市
　　　　　　　　　高知県　高知市、南国市

２　主　　　催　　日 本 学 校 農 業 ク ラ ブ 連 盟　　全 国 農 業 高 等 学 校 長 協 会
　　　　　　　　　日 本 学 校 農 業 ク ラ ブ 四 国 連 盟　　徳 島 県 学 校 農 業 ク ラ ブ 連 盟
　　　　　　　　　高 知 県 学 校 農 業 ク ラ ブ 連 盟　　徳島県高等学校教育研究会農業部会
　　　　　　　　　高 知 県 産 業 教 育 研 究 会 農 業 部 会

３　共　　　催　　徳島県教育委員会　　高知県教育委員会
　　　　　　　　　香川県教育委員会　　愛媛県教育委員会

４　開 催 期 日　　令和 8 年 10 月 20 日（火）　審査員打合会、リハーサル等
　　　　　　　　　令和 8 年 10 月 21 日（水）　各種発表会・競技会、各種会議等
　　　　　　　　　令和 8 年 10 月 22 日（木）　大会式典等

５　大会内容・開催地・会場・担当校
大会内容 開催地 会　場 担当校

プロジェクト発表会 徳 島 市 あわぎんホール 徳島県立城西高等学校神山校
徳島県立小松島西高等学校勝浦校

意 見 発 表 会 阿 南 市 阿南市文化会館（夢ホール）
富岡公民館

徳 島 県 立 那 賀 高 等 学 校
徳 島 県 立 阿 南 光 高 等 学 校

平 板 測 量 競 技 会 吉野川市 徳島県立吉野川高等学校 徳 島 県 立 吉 野 川 高 等 学 校
徳島県立池田高等学校三好校

農 業 鑑 定 競 技 会 南 国 市 高知県立高知農業高等学校 高知県立高知農業高等学校
クラブ員代表者会議 高 知 市 高知県立春野高等学校 高 知 県 立 春 野 高 等 学 校
代 議 員 会

徳 島 市 アスティとくしま 徳 島 県 立 城 西 高 等 学 校
高知県立幡多農業高等学校

大 会 式 典
徳島・高知二県の農業展
日 連 コ ー ナ ー

６　参　加　者　　日 本 学 校 農 業 ク ラ ブ 員　約　3,700 名
　　　　　　　　　全国農業関係高等学校長、教職員　約　1,000 名
　　　　　　　　　来賓、審査員、役員、見学希望者等　約　  300 名　合計 約 5,000 名

７　大会事務局　　徳島県立城西高等学校
　　　　　　　　　〒 770-0046　徳島県徳島市鮎喰町２丁目１番地
　　　　　　　　　（事務局専用）TEL 090-2896-8460 　E-mail ffj77@mt.tokushima-ec.ed.jp
　　　　　　　　　（学 校 代 表）TEL 088-631-5138　　FAX 088-633-0453
　　　　　　　　　大会事務局長　徳島県立城西高等学校長　原田　成一朗
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Ⅱ　大会内容
１　プロジェクト発表会
　⑴　会　　場　あわぎんホール　（徳島県徳島市藍場町 2 丁目 14 番地）
　⑵　日　　時　令和 8 年 10 月 20 日（火）12：30 ～ 17：15（開会式・説明会・リハーサル）
　　　　　　　　令和 8 年 10 月 21 日（水）　9：20 ～ 18：10（プロジェクト発表会）
　⑶　実施基準　令和 8 年度全国大会実施基準による
　⑷　発表分野　分野Ⅰ類「農業生産・農業経営」
　　　　　　　 　　１　農業生物の育成や生産性向上に関すること 
　　　　　　　 　　２　農業生産物の加工・流通・消費に関すること 
　　　　　　　 　　３　農業の経営や経済活動に関すること
　　　　　　　　分野Ⅱ類「国土保全・環境創造」
　　　　　　　 　　１　国土の保全や環境創造に関すること
　　　　　　　 　　２　森林資源の活用に関すること
　　　　　　　　分野Ⅲ類「資源活用・地域振興」
　　　　　　　 　　１　園芸作物や社会動物の活用に関すること 
　　　　　　　 　　２　地域資源の活用や地域の振興に関すること
　⑸　事前提出物

種　類 内容・提出方法 提出期限 提出先
エントリーシート 令和 8 年度全国大会実施基準による。活動記

録簿には、腐敗・破損防止等のため実物、標
本等は添付しないこと。 令和 8 年

9 月 3 日（木） 大会事務局

活 動 記 録 簿
発 表 原 稿

発表要旨集用原稿

大会事務局指定の様式
① A4 用紙、縦置き、横書き、４ページ以内
② �Word2021 等で作成し、PDF 形式に変換し

たデータとともに事務局指定の方法で提出。
※１　�エントリーシート、発表原稿、活動記録簿表紙及び発表要旨集用原稿の書式は、参加申し

込み要領を参照のこと。
※２　�必ず南四国大会ホームページからダウンロードした様式を使用し、必要な箇所の入力のみ

を行うこと。様式の書式については、各項目の変更削減等を絶対にしないこと。
　⑹　発表機器（大会事務局で準備するもの）
　　ア　スクリーン　　ホール　縦 約５ｍ×横 約 10 ｍ　距離 37 ｍ
　　イ　レーザーポインタ、パソコンは、発表者各自の持ち込みとする。指示棒の使用は認めない。
　　ウ　液晶プロジェクターは、会場備え付けのものを使用し、設置位置はホール後方に１台とする。
　　エ　液晶プロジェクターの機種　ホール「 EPSON EB-PU2216B 」
　　オ　液晶プロジェクターへの接続は HDMI 端子とし、HDMI コードは実施担当校が用意する。
　　カ　液晶プロジェクターのスクリーンへの映写比率は 16：9 とする。
　⑺　発表要領
　　ア　発表順位は、令和 8 年度春季代議員会で決定する。
　　イ�　説明会後の質疑応答では、事前に受け付けた質問のみ回答し、その場での質問は受け付け

ない。なお、質問事前受付の詳細については、事前提出資料作成要領及び大会ホームページ
を通じて周知する。

　　ウ　発表に録音された音声を使用する場合、必要な機器は発表校が準備する。
　　エ�　準備時間は３分以内とし、５分で打切りとする。準備時間は機器の調整・テストのためのもの

であり、その目的を達成しだい終了すること。準備時間が３分を超えた場合は減点の対象となる。
　　オ�　準備時間の計測は、実施担当校の「準備を始めてください。」のアナウンスにより開始し、

準備時間の終了は、発表者の「終わります」や「終わりました」など、終わりを告げるまで
とする。なお、その際は、ブラックスクリーンにしておくこと。

　　カ�　発表時間の計測は、表現開始から表現終了までとする。発表者の第一声又は演示の開始（映写
も含む）のいずれかのうち早い方を表現開始とし、発表者の「終わります」や「終わりました」な
どの終わりを告げる発声と演示の終了のどちらも成立した時点を表現終了として計測を終了する。

　　キ�　発表開始時のブラックスクリーンの映写は演示に含まないが、ブラックスクリーンから１
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枚目のスライドまでの切り替えにアニメーション効果や曖昧な映写が含まれないようにす
る。スライド開始の判断が難しい場合は、実施担当校の計測による計時を発表開始時間とす
る。（発表終了も同様に行う。）

　　ク�　スライド画面の切り替えは、発表補助者が行うものとし、画面が自動で切り替わる機能（自動実
行機能、スライドショーのリハーサル機能等）の使用を禁止する。なお、投影サイズは 16：9 とする。

　　ケ�　照明（サスペンションライト等）の操作は、リハーサル時に発表校が確認し、発表校の責
任で操作する。

　　コ�　発表者及び発表補助者は、合計 10 名以内とする。そのうち、発表者は口頭発表のみを行
うものとし、３名以内とする。なお、発表者と発表補助者の役割の兼務はできない。

　　サ�　発表終了ごとに質疑応答を行う。質疑には発表者のうち１名が回答する。発表者のうち質
疑応答する者のみが演台で待機し、それ以外の者は、速やかに舞台袖へ移動する。

　⑻　活動記録簿展
　　ア　発表者の活動記録簿は、次のとおり公開する。

会　場 期　日 公開時間
あわぎんホール

【全分野】ホワイエ 令和 8 年 10 月 21 日（水）
【分野Ⅰ類】9：30 ～ 12：30
【分野Ⅱ類】9：30 ～ 15：30
【分野Ⅲ類】9：30 ～ 17：30

　　イ　活動記録簿の返却場所と返却時間
　　　�　ホワイエにて、令和 8 年 10 月 21 日（水）分野Ⅰ類 12：30 ～ 13：30、分野Ⅱ類 15：30 ～

16：30、分野Ⅲ類 17：30 ～ 18：30 の間に返却する。
　⑼　その他
　　ア　発表者の位置は、舞台に向かって右側のみとする。
　　イ�　計測機器は計時機能のみの機器とし、持ち込みの制限はしない。ただし、音声やアラーム

等が出ないようにすること。
　　ウ　発表中に、補助者からの掲示や合図は認めない。
　　エ　時間計測は、実施担当校で計測したものを発表時間とする。
　　オ　大会使用施設の利用制限及び遵守事項に沿って発表会を開催する。

２　意見発表会
　⑴　会　　場　徳島県阿南市文化会館（夢ホール）・富岡公民館（徳島県阿南市富岡町西池田 135 番地 1）
　⑵　日　　時　令和 8 年 10 月 20 日（火）12：40 ～ 16：40（開会式・説明会・リハーサル）
　　　　　　　　令和 8 年 10 月 21 日（水）10：00 ～ 16：20（諸連絡・意見発表会）
　⑶　実施基準　令和 8 年度全国大会実施基準による
　⑷　発表分野　分野Ⅰ類「農業生産・農業経営」
　　　　　　　　　１　農業生物の育成や生産性向上に関する意見 
　　　　　　　　　２　農業生産物の加工・流通・消費に関する意見
　　　　　　　　　３　農業の経営や経済活動に関する意見
　　　　　　　　分野Ⅱ類「国土保全・環境創造」
　　　　　　　　　１　国土の保全や環境創造に関する意見
　　　　　　　　　２　森林資源の活用に関する意見
　　　　　　　　分野Ⅲ類「資源活用・地域振興」
　　　　　　　　　１　園芸作物や社会動物の活用に関する意見 
　　　　　　　　　２　地域資源の活用や地域の振興に関する意見
　⑸　事前提出物　
提出物の種類 内容・提出方法 提出期限 提出先

エントリーシート 令和 8 年度全国大会実施基準による。

令和 8 年
9 月 3 日（木） 大会事務局

発 表 原 稿

発表要旨集用原稿

大会事務局指定の様式
① A4 用紙、縦置き、横書き、２ページ以内
② �Word2021 等で作成し、PDF 形式に変換した

データとともに事務局指定の方法で提出。
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※１　エントリーシート、発表原稿及び発表要旨集用原稿の書式は、参加申込要領を参照すること。
※２　�必ず南四国大会ホームページからダウンロードした様式を使用し、必要な箇所の入力のみを

行うこと。なお、様式の書式については、各項目の変更削減等を絶対にしないこと。
　⑹　発表要領
　　ア　発表順番は、令和 8 年度春季代議員会で決定する。
　　イ　発表時間の計測は、発表者の第一声として「･･･ 終わります。」等の終わりを告げるまでとする。
　　ウ　発表終了ごとに質疑応答を行う。

３　平板測量競技会
　⑴　会　　場　徳島県立吉野川高等学校　（徳島県吉野川市鴨島町喜来 681-9）
　⑵　日　　時　令和 8 年 10 月 21 日（水）9：10 ～ 16：05
　⑶　実施基準　令和 8 年度全国大会実施基準による
　⑷　競技内容　平板による境界線測量及び三斜法・三辺法による面積計算
　　　　　　　　（計算処理において、切り上げ及び切り捨ては四捨五入とする。）
　⑸　競技要領
　　ア　参加人数は、１チーム３名とする。ただし、補欠１名を認める。
　　イ　出場回次、競技場記号、出場校番号は、令和 8 年度春季代議員会で決定する。
　　ウ�　令和 8 年度全国大会実施基準に基づき競技を実施する。競技に関する注意事項等の詳細に

ついては、平板測量競技会実施要項の競技実施要領及び事前Ｑ＆Ａにおいて示す。
　　エ　競技は、第１次作業から第３次作業までを通して行い、同一会場で４回に分けて行う。
　　オ　縮尺は１／ 200 とする。
　　カ�　小雨の場合は、晴天時同様の競技を実施するが、荒天時は雨天時用競技を実施する。なお、

１回次の競技開始後は、原則、競技変更を行わない。
　⑹　一般注意事項
　　ア�　大会運営関係者以外は、大会前日及び当日における競技会場近隣の下見及び立入禁止区域

への立入りは禁止とする。これらの行為があった場合は、原則、不正行為と見なす。
　　イ　競技に使用される図紙・野帳等は、当日、競技会場に掲示する。
　　ウ�　メンバー変更は補欠選手のみとし、受付時に必ず申し出ること。なお、受付後の選手変更

はできない。
　　エ�　受付時から競技を行うことができる服装であること。帽子及びタオル・ハンカチの使用を

認めるが、身に付ける際は清楚なものとする。また、降雨等により実習服が濡れても競技終
了時までは着替えができないため、雨具を準備すること。

　　オ�　出場選手は、競技中における会場内への携帯電話等の通信機能を有する機器（以下「携帯
電話等」という。）、腕時計等の持ち込み及び使用を禁止する。

　　カ�　使用できる計算機は、乾電池式又は太陽電池式で、四則演算ができルートキーのあるもの
とする。「関数電卓」を含むプログラム機能付き高機能電卓及びＡＣ電源を必要とする電卓、
携帯電話等の使用を認めない。

　　キ�　ケガ防止のためのテーピングや絆創膏の貼付及び手袋 、膝あてを着用しての競技への参加
を認めるが、身に付けるものについて加工することは禁止とする。また、道具袋や道具箱の
使用を認めるが、メモ用紙やカラビナの使用は認めない。

　⑺　引率者及び補欠選手に対する注意事項
　　ア�　引率者及び補欠選手の見学は、指定の場所とする。なお、見学中は携帯電話等の使用及び

ビデオカメラ等による撮影行為を禁止する。
　　イ�　見学場所への立入りは誘導係の案内のもと行う。また、見学は自校チームが出場する回次

のみとし、第２次作業終了後 、誘導係の案内により引率者控室へ移動する。
　　ウ�　貴重品の管理は、各出場チームで責任を持って行うこと。
　⑻　そ の 他
　　ア　競技に使用する器具（三角スケールを含む）は、各チームで準備するものとする。
　　イ　平板裏面には、事前に配布する出場校番号等を記したラベルシールを貼り付けておく。
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　　ウ　審査用の三角スケールは、競技会実施担当校で準備する。
　　エ　開会式及び説明会は実施しない。
４　農業鑑定競技会
　⑴　会　　場　高知県立高知農業高等学校　体育館　（高知県南国市東崎 957-1）
　⑵　日　　時　令和 8 年 10 月 21 日（水）10：00 ～ 14：30
　⑶　実施基準　令和 8 年度全国大会実施基準による
　⑷　競技内容
　　ア�　実施分野は、作物、野菜、果樹、草花、畜産、食品、森林、農業土木、造園、生活の 10 分野

とする。１分野１レーンを原則とするが、出場選手の多い分野については複数レーンを設置する。
　　イ�　問題は各分野 40 問とし、出題形式は 20 秒の択一問題及び記述問題、40 秒問題とする。な

お、択一問題はマークシート方式とする。
　⑸　競技要領
　　ア　競技は、10 分野を同一会場で同時に行う。
　　イ　競技当日は、控室にて受付・集合・点呼・諸連絡を行う。
　　ウ　出場順番は、令和 8 年度春季代議員会で決定する。
　　エ�　マークシートへの記入は、鉛筆又はシャープペンシルを使用し、修正には消しゴムを使用

すること。
　　オ　一般公開は、競技終了後に掲載時間を指定し、南四国大会ホームページに掲載する。
　⑹　注意事項
　　ア�　選手名札は、係員から見えるように付ける。名札を付けていない選手は、競技会場への入

場を認めない。
　　イ　競技中、いかなる状況においても物品の貸借は認めない。
　　ウ　競技中、選手は一切の指導及び助言を受けることはできない。
　　エ　筆記用具は各自で持参し、競技会場への筆記用具以外の持込みは認めない。
　　オ�　選手控室への電子機器類（携帯電話・タブレット端末・ウェアラブル端末等、ミュージックプ

レーヤー、電卓等）の持込みは認めない。（貴重品も含め受付までに引率教員に預けること。）
　⑺　そ の 他　
　　選手は、会場（校舎・体育館）での上履きを持参すること。

５　クラブ員代表者会議
　⑴　会　　場　高知県立春野高等学校　（高知県高知市春野町弘岡下 3860）
　⑵　日　　時　令和 8 年 10 月 20 日（火）14：00 ～ 16：30（事前打合せ会）
　　　　　　　　令和 8 年 10 月 21 日（水）　9：10 ～ 15：20（クラブ員代表者会議）
　⑶　実施基準　令和 8 年度全国大会実施基準による
　⑷　分科会テーマ
分科会 テーマ 事例発表担当ブロック 会　場

１ 老若男女問わず地域の人が参加できる活動や交流
はどのようなものがあるだろうか。

北 海 道 ブ ロ ッ ク
北 信 越 ブ ロ ッ ク
中 国 ブ ロ ッ ク

第１会場
第２会場
第３会場

２

農業クラブ員全員が興味・関心を持ち、意欲的に
取り組むためにはどうすればよいか。また、クラ
ブ員全員ができる活動はどのようなものがあるだ
ろうか。

東 北 ブ ロ ッ ク
東 海 ブ ロ ッ ク
四 国 ブ ロ ッ ク

第４会場
第５会場
第６会場

３
農業従事者が減っていく中で、農業のイメージアッ
プをするためにはどのように魅力を発信していく
べきか。

関 東 ブ ロ ッ ク
近 畿 ブ ロ ッ ク
九 州 ブ ロ ッ ク

第７会場
第８会場
第９会場
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　⑸　事前提出物
提出物の種類 内容・提出方法 提出期限 提出先

事例発表原稿

大会事務局指定の様式
（発表要旨集用原稿を兼ねる）
① �A4 用紙、縦置き、横書き、４ページ以内（図表・

写真を含む）。
② �Word で作成し、PDF 形式に変換したデータと

ともに事務局指定の方法で提出する。

令和 8 年
9 月 3 日（木） 大会事務局

参 加 者 課 題
レ ポ ー ト
※運営担当校・ 
事例発表校を
除く

大会事務局指定の書式
〇参加者課題レポート１部
① A4 用紙、縦置き、横書き、片面１ページ。
② �Word で作成し、PDF 形式に変換したデータと

ともに事務局指定の方法で提出。
※�ただし、各分科会の運営担当校及び事例発表校

は、各校参加者の連名で１部作成。

都道府県連盟
事務局が設定
する期日

都 道 府 県
連盟事務局

※１　発表要旨集用原稿及び参加者課題レポートの書式等は、参加申込要領を参照すること。
※２　�必ず南四国大会ホームページからダウンロードした様式を使用し、必要な箇所の入力のみを

行うこと。様式の書式については、各項目の変更削減等を絶対にしないこと。
　⑹　事例発表
　　ア�　発表内容は、テーマに沿った取り組みや活動とし、発表は印刷物や視聴覚機器等を使用し

て参加者にわかりやすいものとする。
　　イ　液晶プロジェクター及びノートパソコンの使用は、１台のみとする。
　　ウ�　液晶プロジェクター・ノートパソコン・スクリーンは実施担当校が準備する。その他の機

器は、発表者が準備する。
　⑺　事前準備
　　�　参加者は、参加者課題レポートを各都道府県連盟事務局が指定する期日までに各都道府県連

盟事務局に提出する。なお、参加者課題レポートの様式は南四国大会ホームページに公開する。
各都道府県連盟事務局は、参加者課題レポートを取りまとめ、大会事務局に提出する。大会事
務局への提出期限は、令和 8 年 9 月 3 日（木）とする。

　⑻　そ の 他
　　詳細については、南四国大会ホームページで公開する。

６　代議員会
　⑴　会　　場　アスティとくしま（徳島県徳島市山城町東浜傍示 1 番地 1）
　　ア　第５会議室（理事会・秋季代議員会事前打ち合わせ会、理事会）
　　イ　テレコメディアホール（秋季代議員会）
　⑵　日　　時　令和 8 年 10 月 20 日（火）15：00 ～ 16：30（事前打合せ会）
　　　　　　　　令和 8 年 10 月 21 日（水）　9：30 ～ 11：30（理事会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12：30 ～ 15：30（代議員会）
　⑶　内　　容
　　　ア　理事会　　　
　　　イ　秋季代議員会
　
７　大会式典
　⑴　会　　場　アスティとくしま（徳島県徳島市山城町東浜傍示 1 番地 1）
　⑵　日　　時　令和 8 年 10 月 22 日（木）　9：00 ～ 12：25
　⑶　内　　容
　　�　各種発表会及び競技会の最優秀者表彰を行う。また、プロジェクト発表会及び意見発表会に

おける各分野最優秀者による発表は録画映像で放映する。
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　⑷　大会式典リハーサル（旗手・生徒役員）
　　ア　会　　場　　アスティとくしま（多目的ホール）
　　イ　日　　時　　令和 8 年 10 月 21 日（水）16：30 ～ 18：30
　　ウ　内　　容　　・開始時刻までに集合し、受付を済ませること。
　　　　　　　　　　・旗手は原則として都道府県連盟の代議員とする。

８　徳島・高知二県の農業展・日連コーナー
　⑴　会　　場　アスティとくしま（徳島県徳島市山城町東浜傍示 1 番地 1）
　⑵　日　　時　令和 8 年 10 月 22 日（木）　8：20 ～ 12：25
　⑶　内　　容
　　ア�　徳島・高知二県の農業、日本学校農業クラブ連盟、徳島県・高知県連盟学校紹介、次期開

催都道府県のパネル展示等を行う。
　　イ　その他、協賛いただいた企業・大学等のパネル展示等を行う。

９　その他
　⑴　各種発表会・競技会等への質疑について
　　ア　質問事項の事前提出
　　　①�　第 77 回日本学校農業クラブ全国大会令和 8 年度南四国大会実施要項についての質問は、

電子メールで大会事務局に提出する。提出期限は令和 8 年 9 月 3 日（木）とする。
　　　②�　受理した質問事項については、質問を提出された都道府県連盟又は単位クラブへ文書で

回答する。なお、プロジェクト発表会及び意見発表会の発表に関する質疑については、前
日の説明会で回答する。

　　　③　大会当日の質疑は受け付けない。
　　イ　提出先

全国大会実施基準に関すること 第 77回日本学校農業クラブ全国大会
令和 8年度南四国大会実施要項に関すること

日本学校農業クラブ連盟事務局
　〒 102-0074
　　東京都千代田区九段南 4-3-3
　　シルキーハイツ九段南 2 号館 104 号室
　　TEL 03-5357-1661
　　FAX 03-5357-1667
　　E-mail jimu@natffj.org

第 77 回日本学校農業クラブ全国大会事務局
　徳島県立城西高等学校
　〒 770-0046
　　徳島県徳島市鮎喰町 2 丁目 1 番地
　　TEL 088-631-5138
　　FAX 088-633-0453
　　事務局専用電話番号 090-2896-8460
　　E-mail　ffj77 ＠ mt.tokushima-ec.ed.jp

　⑵　感染症対策について（今後の感染症対策の方針により変更もありうる）
　　�　厚生労働省及び文部科学省並びに徳島県が示す指針に従った感染症対策を実施する。感染症

対策の内容等については、随時、南四国大会ホームページで告知する。

　⑶　見学者について
　　�　見学が可能な種目については、プロジェクト発表会、意見発表会、大会式典とする。見学を

希望する場合は、原則として事前申請を行い、大会事務局の了承を得ること。申請方法につい
ては、南四国大会ホームページ、大会参加申込要領において周知する。

　⑷　事前提出資料の提出方法について
　　�　南四国大会では、従来の方法と、南四国大会ホームページの専用入力フォームから提出する

方法を併用いたします。詳細は事前提出資料作成要領を参照のこと。
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Ⅲ　大会日程と会場
１　大会日程
期日 大　会　内　容 受付時刻 開催時刻 会　　場

前
　
日
　
10
月
20
日
㈫

１　審査員打合せ会
　⑴　プロジェクト発表会
　⑵　意見発表会
　⑶　平板測量競技会
　⑷　農業鑑定競技会

 9：30～10：00
12：00～12：30
13：00～13：30
 9：00～ 9：30

10：00～17：00
13：20～16：30
13：30～17：00
 9：30～17：00

あわぎんホール
阿南市文化会館（夢ホール）
徳島県立吉野川高等学校
高知県立高知農業高等学校

２　プロジェクト発表会
　⑴　開会式
　⑵　説明会（全分野）
　⑶　リハーサル及び準備
　　　分野Ⅰ類（農業生産・農業経営）
　　　分野Ⅱ類（国土保全・環境創造）
　　　分野Ⅲ類（資源活用・地域振興）
　⑷　照明・音響確認

12：00～12：30
12：30～12：50
13：00～13：40

13：40～14：45
14：55～16：00
16：10～17：15
17：25～18：00

あわぎんホール
ホール
ホール

ホール
ホール
ホール
ホール

３　意見発表会
　⑴　開会式
　⑵　説明会（全分野）
　⑶　リハーサル及び準備
　　　分野Ⅰ類（農業生産・農業経営）
　　　分野Ⅱ類（国土保全・環境創造）
　　　分野Ⅲ類（資源活用・地域振興）

12：00～12：30
12：40～13：10
13：20～13：40

13：50～14：40
14：50～15：40
15：50～16：40

阿南市文化会館（夢ホール）
ホール
ホール

ホール
ホール
ホール

４　クラブ員代表者会議
　　事前打合せ会
　⑴　全体打合せ
　⑵　分科会リハーサル

13：30～14：00

14：00～14：45
14：45～16：30

高知県立春野高等学校

体育館
各教室

５　理事会・秋季代議員会
　　事前打合せ会

14：30～15：00 15：00～16：30 アスティとくしま
第５会議室
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期日 大　会　内　容 受付時刻 開催時刻 会　　場

第
1
日
　
10
月
21
日
㈬

１　プロジェクト発表会
　⑴　発表　分野Ⅰ類
　⑵　発表　分野Ⅱ類
　⑶　発表　分野Ⅲ類
　⑷　活動記録簿展　（分野Ⅰ類）
　　　　　　　　　　（分野Ⅱ類）
　　　　　　　　　　（分野Ⅲ類）
　⑸　活動記録簿返却（分野Ⅰ類）
　　　　　　　　　　（分野Ⅱ類）
　　　　　　　　　　（分野Ⅲ類）

 8：50～ 9：10
11：40～12：10
14：40～15：10

 9：20～12：10
12：20～15：10
15：20～18：10
 9：30～12：30
 9：30～15：30
 9：30～17：30
12：30～13：30
15：30～16：30
17：30～18：30

あわぎんホール
ホール
ホール
ホール
ホワイエ

ホワイエ

２　意見発表会

　⑴　発表　分野Ⅰ類
　⑵　発表　分野Ⅱ類
　⑶　発表　分野Ⅲ類

 9：20～ 9：50
11：30～12：00
13：40～14：10

10：00～12：00
12：10～14：10
14：20～16：20

阿南市文化会館（夢ホール）
富岡公民館
ホール
ホール
ホール

３　平板測量競技会
　⑴　１回次
　⑵　２回次
　⑶　３回次
　⑷　４回次

 8：40～ 9：00
10：10～10：30
11：40～12：00
13：10～13：30

 9：10～11：35
10：40～13：05
12：10～14：35
13：40～16：05

徳島県立吉野川高等学校
外業：グラウンド
内業：体育館

４　農業鑑定競技会
　⑴　開会式・説明会
　⑵　競技（全分野）
　⑶　一般公開

 9：00～10：00
10：00～10：15
10：45～12：30
13：30～14：30

高知県立高知農業高等学校
選手控室
体育館
大会ホームページ

５　クラブ員代表者会議
　⑴　開会式
　⑵　分科会
　⑶　講演会
　⑷　全体会・閉会式

 8：30～ 9：00
 9：10～ 9：40
 9：50～11：50
12：50～14：10
14：20～15：20

高知県立春野高等学校
体育館
各教室
体育館
体育館

６　理事会・秋季代議員会 
　⑴　理事会
　⑵　秋季代議員会

 9：00～ 9：30
12：00～12：30

 9：30～11：30
12：30～15：30

アスティとくしま
第５会議室
テレコメディアホール

７　大会式典リハーサル
　　旗手・生徒役員 16：00～16：20 16：30～18：30

アスティとくしま
多目的ホール

第
2
日
　
10
月
22
日
㈭

１　大会式典
　⑴　主催者・来賓あいさつ
　⑵　審査講評・成績発表
　⑶　最優秀者発表・日連表彰
　　　①意見発表（映像）
　　　②プロジェクト発表（映像）
　⑷　表彰
　⑸　大会講評・大会旗引継

 8：20～ 8：50
 9：00～10：00 
10：00～10：15
10：15～11：30

11：30～11：50
11：50～12：25

アスティとくしま
多目的ホール

日連表彰：２階第４控室

２　徳島・高知二県の農業展
　　日連コーナー

 8：20～12：25 アスティとくしま
第１会議室
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２　会場別日程
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Ⅳ　大会会場
１　会場位置概略図

　⑴　主要な駅からＪＲ徳島駅・ＪＲ高知駅までのアクセス
　　　ＪＲ岡山駅から（列車利用）	 徳島まで（約 2 時間 10 分）	 高知まで（約 2 時間 45 分）
　　　ＪＲ大阪駅から（高速バス利用）	 徳島まで（約 2 時間 50 分）	 高知まで（約 5 時間）
　　　ＪＲ新神戸駅から（高速バス利用）	 徳島まで（約 2 時間）	 高知まで（約４時間 20 分）
　⑵　主要な空港から徳島阿波おどり空港・高知龍馬空港までのアクセス
　　　羽田空港から	 徳島まで（約 70 分）	 高知まで（約 75 分）
　　　福岡空港から	 徳島まで（約 70 分）	 高知まで（約 55 分）
　　　※各空港からＪＲ徳島駅・ＪＲ高知駅までのシャトルバスがそれぞれ運行しています。

徳島県徳島市
●プロジェクト発表会
　（あわぎんホール）
●大会式典
●理事会・秋季代議員会
●徳島・高知二県の農業展
　日連コーナー
　（アスティとくしま）

徳島県吉野川市
●平板測量競技会
　（徳島県立吉野川高等学校）

高知県南国市
●農業鑑定競技会
　（高知県立高知農業高等学校）

徳島県阿南市
●意見発表会
　（�阿南市文化会館夢ホール・
富岡公民館）

高知県高知市
●クラブ員代表者会議
　（高知県立春野高等学校）

11



あわぎん
ホール

助任川

新
町
川

新町橋

アミコ
三越

★

ホテル
サンルート徳島

ホテル
クレメント徳島

とくぎん
トモニアリーナ

徳島地方合同庁舎

ホテルサンシャイン徳島

阿波銀行本店

城山

50m

徳島

192

23

130

173

徳島地方検察庁

徳島大正銀行
阿南支店

南部総合県民局
阿南庁舎

阿南税務署

阿南郵便局

三菱自動車

100m

阿南市
文化会館

★

阿南

２　大会会場までの交通案内
　ア　あわぎんホール（プロジェクト発表会） 
　　　［所 在 地］〒 770-0835　徳島県徳島市藍場町 2 丁目 14 番地　TEL 088-622-8121
　　　［アクセス］ＪＲ「徳島駅」（徒歩 5 分）

　イ　阿南市文化会館（夢ホール）（意見発表会）
　　　［所 在 地］〒 774-0030　徳島県阿南市富岡町西池田 135 番地１　
　　　　　　　　 TEL 0884-21-0808（夢ホール）　TEL 0884-22-1028（富岡公民館）
　　　［アクセス］ＪＲ「阿南駅」（徒歩 12 分）
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30

31

31

155

240

239

鴨島

400m

徳島県立
吉野川高等学校

★

318

192

若宮神社

鴨島児童館

吉野川市役所

鴨島病院

江川

鴨島東中

牛島体育館

森山小

麻植塚

45藻川

舟入川

ファミリーマート
後免駅前店

ごめん・なはり線

農業高校通
バス停

高知農業畜舎

高知県立
高知農業高等学校
寄宿舎

南国市立
後免野田小学校

後免

高知県立
高知農業高等学校

★

195

50m

　ウ　徳島県立吉野川高等学校（平板測量競技会）
　　　［所 在 地］〒 776-0005　徳島県吉野川市鴨島町喜来 681-9　TEL 0883-24-2117
　　　［アクセス］ＪＲ「鴨島駅」（徒歩 15 分）

　エ　高知県立高知農業高等学校（農業鑑定競技会）
　　　［所 在 地］〒 783-0024　高知県南国市東崎 957-１　TEL 088-863-3155
　　　［アクセス］ＪＲ「後免駅」（徒歩 5 分）
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仁
淀
川

仁
淀
川
橋

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

至
四
万
十
町 土佐市役所

土佐市消防署
高石小学校

仁淀川大橋

春野西小学校

★

土佐 IC

至高知市

56

36

14

39

39

279

282
287

高知自
動車道

高知県立
春野高等学校

400m

55

192

438

アスティとくしま

★徳島文理大学

富田中学校
昭和小学校

ユニクロ

徳島県庁

阿波おどり会館

眉山

イオンモール
徳島

阿波富田

二軒屋

徳島中央公園
至鳴門市

至阿南市

徳島

200m

　オ　高知県立春野高等学校（クラブ員代表者会議）
　　　［所 在 地］〒 781-0303　高知県高知市春野町弘岡下 3860 番地　TEL 088-894-2308
　　　［アクセス］とさでん交通「高樋川バス停」（徒歩 7 分）

　カ　アスティとくしま（大会式典・代議員会・徳島・高知二県の農業展・日連コーナー）
　　　［所 在 地］〒 770-8055　徳島県徳島市山城町東浜傍示１番地１　TEL 088-624-5111
　　　［アクセス］徳島バス「文理大学前」（徒歩約 5 分）
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３　各会場概略図
　⑴　あわぎんホール（プロジェクト発表会）

１階（ホール）

地　　下 ４　　階

救護室

発表生徒取材室

発表者荷物置場
昼　食　会　場

各
審
査
会
場
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　⑵　阿南市文化会館（夢ホール）（意見発表会）

１　　階

２　　階
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　⑶　徳島県立吉野川高等学校（平板測量競技会）

　⑷　高知県立高知農業高等学校（農業鑑定競技会）
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会場（導線）

競技会場（体育館）
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本館・１号館

３号館・４号館

　⑸　高知県立春野高等学校（クラブ員代表者会議）

19



1　　階

　⑹　アスティとくしま　
　　　多目的ホール・各会議室・エントランスホール（大会式典・徳島・高知二県の農業展・日連コーナー）

二

20



２　　階

　　　第５会議室（理事会）　テレコメディアホール（代議員会）

　　　施設全体図（駐車場・バス乗降場）
◇降車時導線 ◇乗車時導線
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Ⅴ　参加申込み
１　参加申込みの注意事項
　�　第 77 回日本学校農業クラブ全国大会令和 8 年度南四国大会『参加申込要領及び事前提出資料

作成要領等』により、単位クラブが Web 等を利用して申し込む。申込み時に入力された名前や
学校名等の内容は、名札や大会冊子への印字、表彰での表示など大会全般で利用するため、誤字・
脱字・外字等には十分留意すること。

２　参加申込要領の発送
　�　『参加申込要領及び事前提出資料作成要領等』は、令和 8 年 7 月中旬に各単位クラブへ送付す

る予定。

３　参加申込手続き
　�　全国農業高等学校長協会分も含めて、各校担当者が Web を利用して申し込むこと。

４　大会参加費
　　・�一人当たり 5,000 円（大会参加のクラブ員及び引率教職員、視察のクラブ員及び教職員につ

いても参加費を徴収）とする。
　　・�非常変災に伴う被災生徒の大会参加費は免除とする。なお、免除申請については『参加申込

要領及び事前提出資料作成要領等』を参照すること。

５　宿泊地（予定）
種　目・会　議 10月19日（月） 10月20日（火） 10月21日（水）

プ ロ ジ ェ ク ト 発 表 会 徳島県徳島市他 徳島県徳島市他 徳島県徳島市他
意 見 発 表 会 徳島県徳島市他 徳島県阿南市他 徳島県阿南市他
平 板 測 量 競 技 会 徳島県徳島市他 徳島県徳島市他 徳島県徳島市他
農 業 鑑 定 競 技 会 高知県高知市他 高知県高知市他 徳島県徳島市他
ク ラ ブ 員 代 表 者 会 議 高知県高知市他 高知県高知市他 徳島県徳島市他
代 議 員 会

― 徳島県徳島市他 徳島県徳島市他大 会 式 典
徳島・高知二県の農業展・日連コーナー
校 長 会 ・ 指 導 主 事 ― 徳島県徳島市他 徳島県徳島市他

６　宿泊費・弁当代（予定）
宿泊費 備　考 弁当代

クラブ員・引率者 10,000 円～ 15,400 円 １泊２食付 1,200 円（お茶付）
指導主事・校長 10,000 円～ 15,400 円 １泊朝食付 1,200 円（お茶付）

校長　10 月 22 日（木） 15,400 円 １泊朝食付 1,200 円（お茶付）

７　申込み先
　⑴　出場・参加・視察・宿泊・バス・弁当・全国農業高等学校長協会に関する申込み先

　　ア　�参加費・宿泊費・弁当代・その他諸経費（シャトルバス代、農業鑑定競技会写真集等）に
ついては、申込み後に各単位クラブマイページにアップロードするので、指定された期日
までに振り込むこと。

　　イ　諸経費の詳細については、『参加申込要領及び事前提出資料作成要領等』で通知する。

第 77 回日本学校農業クラブ全国大会令和 8 年度南四国大会事務局
　〒 770-0046　徳島県徳島市鮎喰町２丁目１番地　　徳島県立城西高等学校
　（事務局専用）　TEL　090-2896-8460　E-mail　ffj77 ＠ mt.tokushima-ec.ed.jp
　（学 校 代 表）　TEL　088-631-5138　 FAX　088-633-0453
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　⑵　申込期限　　令和 8 年 9 月 3 日（木）

　⑶　振込先

　⑷　参加取り消し
　　『参加申込要領及び事前提出資料作成要領等』を参照の上、大会事務局までお問合せください。

　⑸　問い合わせ
　　　①出場・参加・視察・全国農業高等学校長協会に関する問合せ先

第 77 回日本学校農業クラブ全国大会令和 8 年度南四国大会事務局
〒 770-0046　徳島県徳島市鮎喰町 2 丁目１番地　　徳島県立城西高等学校

（事務局専用）　TEL　090-2896-8460　 E-mail　ffj77 ＠ mt.tokushima-ec.ed.jp
（学 校 代 表）　TEL　088-631-5138　　FAX　088-633-0453

　　　②宿泊・弁当・交通手段等に関する問い合わせ先

振 込 先　　三菱ＵＦＪ銀行
支 店 名　　ききょう支店
預金種別　　普通
口座番号　　１７９２７５８
口座名義　　近

キン

畿
キ

日
ニッ

本
ポン

ツ
ツ

ー
ー

リ
リ

ス
ス

ト
ト

株
カブ

式
シキ

会
ガイ

社
シャ

近畿日本ツーリスト株式会社　トラベルサービスセンター西日本
第 77 回日本学校農業クラブ全国大会令和 8 年度南四国大会　係
〒 550-0013　大阪府大阪市西区新町１丁目 16-１　日本酸素新町ビル 6 階
TEL　06-6535-7973（祝祭日を除く月曜～金曜　10：00 ～ 17：00）
FAX　06-6535-8648
E-mail　nouku-shikoku@or.kntct.com
※開設期間は令和 8 年 8 月 3 日（月）～ 10 月 30 日（金）

近畿日本ツーリスト株式会社　四国支店
第 77 回日本学校農業クラブ全国大会令和 8 年度南四国大会　係
担当　恒吉・藤原・田村
〒 760-0023　香川県高松市寿町 1-3-2　日進高松ビル 4F
TEL　087-851-3331（祝祭日を除く月曜～金曜　10：00 ～ 17：00）
FAX　087-851-3330（終日受信）近畿日本ツーリスト四国支店
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令和8年度全国農業高等学校長協会
第158回全国理事会・第153回総会並びに秋季研究協議会

開催要項
１　趣　旨　�高等学校における農業教育の充実と親交を図るため、全国農業高等学校長協会事業等

の円滑な推進について協議を深めるとともに、高等学校農業教育の諸課題について全
国的な視野に立って研究協議をする。

２　主　催　全国農業高等学校長協会
３　後　援　徳島県教育委員会、徳島県高等学校長協会、徳島県産業教育振興会
　　　　　　公益財団法人日本教育公務員弘済会徳島支部
４　期　日　令和 8 年 10 月 22 日（木）～ 23 日（金）
　　　　　　[ 第 77 回日本学校農業クラブ全国大会令和 8 年度南四国大会に引き続き開催 ]
５　会　場　ＪＲホテルクレメント徳島
　　　　　　〒 770-0831　徳島市寺島本町西 1 丁目 61 番地　
　　　　　　TEL 088-656-3111
６　参加者　全国農業高等学校長等　約 250 名
７　日　程

期　日 日　程 会　場

10月22日（木）

14：00～14：30　受付
14：40～17：00　全国理事会・総会

ＪＲホテルクレメント徳島17：30～18：00　受付
18：00～20：30　教育懇談会

10月23日（金）  8：30～ 9：00　受付
 9：00～12：00　研究協議会

８　内　容
　⑴　全国理事会・総会
　　ア　協議事項　①令和 8 年度会務ならびに事業中間報告
　　　　　　　　　②令和 8 年度通常会計中間報告
　　　　　　　　　③その他
　　イ　報告事項　①農業高等学校長協会関係
　　　　　　　　　②公益財団法人産業教育振興中央会関係
　　　　　　　　　③その他
　⑵　研究協議
　　ア　協議題　「農業教育の充実と農業教員の育成について」
　　イ　発表者　中国支部
９　経　費
　⑴　総会・研究協議会参加費　　　　　　　4,000 円
　⑵　総会・研究協議会資料費　　　　　　　3,000 円
　⑶　教育懇談会費　　　　　　　　　　　　8,500 円
　⑷　宿泊費（１泊朝食付き、シングル）　　15,400 円
　注：�参加申込期限、参加申込先、参加取消については、第 77 回日本学校農業クラブ全国大会 

令和 8 年度南四国大会の参加申込と同様とする。
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スローガン

シンボルマーク ポスター原画

マスコットキャラクター

柑橘香る阿波と土佐　渡り受け継ぐ渦の華
我らの農ク　踊り咲け
 高知県立幡多農業高等学校　宮　﨑　千　夏

燃え上がれ！　我ら農ク魂　藍色の四国の地へ
 高知県立幡多農業高等学校　沖　屋　藍　音

高知県立高知農業高等学校
天　野　未　梛

徳島県立小松島西高等学校勝浦校
濵　田　隆　洋

徳島県立城西高等学校
近　藤　風　羽

柑　吉（かんきち）

FFJ の歌

 吉沢　義之　　作詞
 堀内　敬三　　作曲

１．みのる稲穂に　富士と鳩
　　　　　　愛と平和を　表した
　　旗はみどりの　風に鳴る
　　　　　　土に取りくむ　若人の
　　意気と熱とが　もり上げた
　　　　　　ＦＦＪ　ＦＦＪ　われらの誇り

２．北に南に　わきあがる
　　　　　　自主と自由の　情熱が
　　むすび花さく　クラブこそ
　　　　　　学徒われらの　行く道を
　　照らす光だ　よろこびだ
　　　　　　ＦＦＪ　ＦＦＪ　われらの理想

３．香る大地に　がっちりと
　　　　　　学と行とを　両の手に
　　伸びる生命の　逞しさ
　　　　　　明日の日本の　農業に
　　若い息吹を　吹き入れる
　　　　　　ＦＦＪ　ＦＦＪ　われらの希望

美しい未来へ
Future　Farmers　of　Japan

　　　　　　　阿久根　治喜　　作詞
　　　　　　　さだまさし　　　補作詞／作曲

１．今　私は立つ　ふるさとの大地
　　　　　　今　夢に見る　地球の未来
　　土を起こせ　種をまけ
　　　　　　永遠の花畑を　この手で築け
　　ＦＦＪ　ＦＦＪ　ＦＦＪ
　　　　　　さあ　手をつなごう　友と

２．今　語り合おう　父や母のこと
　　　　　　今こそ　残そう　緑の地球
　　木を植えよう　夢を育て
　　　　　　豊かな森を水を　この手で守る
　　ＦＦＪ　ＦＦＪ　ＦＦＪ
　　　　　　さあ　夢を継げ　明日へ

３．今　私は翔ぶ　平和のために
　　　　　　今　はばたく　仲間たちよ
　　子供達に　伝えよう
　　　　　　美しい　この国を　そしてこの星を
　　ＦＦＪ　ＦＦＪ　ＦＦＪ
　　　　　　さあ　感動へ　旅立とう
　　ＦＦＪ　ＦＦＪ　ＦＦＪ
　　　　　　さあ　美しい　未来へ

FFJ シンボルマーク 鶴
かく

翼
よく

の飛
ひ

翔
しょう

（1951 年　制定）
鳩は平和と友愛と協同を表し、　
富士山は日本を表し、　
稲穂は日本の農業を表しています。

（連盟結成 50 周年記念　2000 年　制定）
二羽の鶴はクラブ員を表し、中央のボール
は豊かな水をたたえる地球とその自然環境
を表し、稲穂は食料の収穫、すなわち農業
を表しています。

結成 50 周年記念　日本学校農業クラブ連盟イメージソング


